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家族 と家族内贈与の 変容

浅井　由美

1　 交換 と贈与

　A がB に何 か を与えB がA に何か を与える 、 経済財 （economic 　goods）の 双

方 向の 移転 を 厂交換（exchange ）」 とい う。 交換は 調達機能に優 れ 、 欲 しい モ

ノ や サ ー ビス を簡単便利 に手 に入れ る こ とがで きる。 20世紀 に お ける 交換経

済 の 発達 は 、 豊か な社 会 を実現 した 。 しか し不 況 、 失業 、 経 済格差 な どは 、

交換の 欠陥や失敗 で もある 。

　交換 に対 して 、 経済財の
一

方向移転 を 「贈与 （grant）」 とい う
1）

。 た とえ

ば私的 な贈 り物 、 募金 、 ボ ラ ン テ ィ ア 、納税 、 公 的サ
ー ビ ス

、 国際援助 など

で ある 。 贈与 をす る 側 で あ っ て も受け る側 で あ っ て も、 交換 に は な い 難 しさ

を感 じる よ うに 、 贈与 に も欠 陥が ある 。 贈与に は 、 そ の 目的とその 結果の 乖

離を速 や か に知 らせ る フ ィ
ー ドバ ッ クが ない 。 交換の よ うに 、 交渉や 取引 、

取 り消 しも困難 で ある 。 しか し贈与 は 、 贈与 をす る側 と受 ける 側 を一
体化 さ

せ 統合す る こ とが で きる 。 贈与 の 統 合機能 は 、 交換の もち得 ない 機能で あ

る Q

　豊 かな社会で は 、 交換経済の 発達の 一 方で 、 社会全体 にお ける贈与 シ ス テ

ム とい える社会保障が充実 し 、 福祉国家が 出現 した 。
こ の よ うに 、 交換 と贈

与 は 互 い を補完す る場合が ある 。

　また 、 交換か 贈 与か 識別 しに くい 場合 もあ る 。 た とえば子 の 養育 と老親 の

扶養は 、引 き延ば され た交換 に み える 。 しか し 、 契約 して い るわけで は な い
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の で 、 無条件 的な贈与の 対 、 異時的互 恵 と もい える 。

　家族の 経済活動は 、 交換経済 に お い て は 「家計」 と総称 され る 。 しか し家

族内 の経 済財 の 移転 は、贈与経済の 重 要 な分野 で ある 。 家族 内で は 、親か ら

子 へ
、 子か ら老親へ 、働 く者 ・持 つ 者か ら働か ない 者 ・持た ない 者 へ

、 モ ノ 、

カ ネ 、 サ
ー ビス が

一
方向に移転 され る 。 家族 内で の 経 済財 の 移転が交換原理

の み で 成 り立 っ て い た ら、 子 ど もや 高齢者は生 きられ ない 。

　さ らに 、 子 は 親 に して も ら っ た こ とを親に返 せ ない こ とが 多 く、 そ れ を自

分の 子へ 贈ろ うとす るの で 、 系列的互 恵が うまれ る 。
こ の よ うな家族内の 贈

与は 、 家族成員 を一
体化 させ 、 代 々 続 く

一
族 を統合 して きた 。

2　戦後家族 と経済財の 家族 内移転

　豊 か な社 会 に な り福祉 国 家が 出現 す る まで 、 家族 は 、

一
つ の パ ン も分 け合

う生活共同体で あ っ た 。 複合家族制 qoint　family　sys七em ）は 、 きょ うだ い

問の 贈与に よ っ て 世代内扶養 を 、 直系家族制 （Stem 　family　sys 七em ） は 、 親

子 間の 贈与 に よ っ て 世代間扶養 を 、 確保 し よ うとす る もの で あ る 。 社会全体

の 贈与 シ ス テム で ある 社会保障制度の 充実が 、 夫婦家族制 （conjugal 　family

system ）の 条件 とな っ て い る 。

　戦 前の 日本で は 、 複合家族制 まで は 必要で な く、 直系家族制が 維持 され て

い た 。 家族内で の 経済財 の 移転は 、 家族成員間の 愛情や
一

体感か ら発 生 す る

贈 与が 多い
。 た だ し直系家族制の もとで は 、 「家」 の 後 継者で あ る長男 とそ

れ 以外 の 男子 の 間 に 、 ま た男 の 子 と女 の 子 の 間 に も 、 差別 的贈与 が み られ

た 。

　戦前の 家族 に とっ て 子 は労働力なの で 、多子 しか も男 の 子 を望 ん だ 。 親 は 、

少な い モ ノ とカ ネ を 、 家族 に貢献 す る 度合 い の 高い 子 に配分 しよ うと した 。

と くに 家督相続 は 、 後継者で ある子か ら老親の 扶養や介護 を確実に得 るた め

に、 交換の 調達機 能 を重視 した もの で あ る 。 戦前の 家族 は 、 年金等の 社会保
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障が 発達 して い な い 状 況下 で 、 家族内移転 に差別 的贈与や交換 も選択 して 、

個人 よ りも 厂家」全体 と して の福祉 を実現す る とい う合理 性を もっ て い た 。

　戦後の 日本で は 、 直系家族を温 存 した ま ま核家族 化が進 み 、 夫婦家族制 に

移行 した 。 高度経 済成長期 に は 、 サ ラ リ
ー

マ ン の 夫 （父） と専業主婦 の 妻

（母）に子 ど もが 二 人 とい う核家族 で 小家族 が 標準 に な っ た 。 こ の 標準的家

族 をモ デ ル に 、 現在の 税金 や 年金 等の 社会的贈与シ ス テ ム はつ くら れ て い

る 。

　戦後の 標 準的家族 にお ける家族内移転の 特徴は 、 第
一

に差別的贈 与が な く

な っ た こ とで あ る 。 夫婦家族制 は 一
代限 りだが 、 直系家族を温存 した場合で

も 、 後継者 とな る子 とそれ以外の 子 の 間に も 、 男の 子 と女の 子 との 聞 に も、

あか ら さまな差 別 は な い
。 戦後 の 家族 は 、 成員すべ て が平等 な家族で あ る

。

障害の あ る子 に 多くを遺 したい とい う場合 な ど を除 け ば 、 相続 も きょ うだ い

間で は均分が 原則で ある 。

　第二 に 、 社会全体の 交換 と贈与の 発達や 拡大 と と もに 、 家 族内の 交換が 縮

小 して い っ た こ とで ある 。 「家」制度が廃 止 され夫婦家族制が 選 択 され て も、

少子社 会 に なる まで は
、 各家族 に後継者 は存在 して い た 。 しか し家族 の 後継

者 と老親の 問 に は 、 戦前の よ うな交 換は な くな っ た 。 農業 ・自営業中心 の 社

会で は 、 親か ら先祖代々 の 田畑や 暖簾を受け継 ぐこ とが 、 生 活 の基盤 とな る 。

しか しサ ラ リ
ー

マ ン 社会で は 、 生 活基盤 とな る ほ どの もの を子に贈与で きる

親 は少 ない
。 また 、 年金 とい う社 会的贈与の 充実に よ っ て 、 親は子 に老後の

扶養 を期待 しな くて もよ くな っ た 。 さ らに 豊か な社会で は 、 市場 か ら介護等

の サ
ー ビス を交換 で 調達 し 、 で きる だ け子に 迷惑を か けた くない とい う親が

多い
。

　第三 の 特徴は 、 親 か ら一 人の 子 に移転 される モ ノ 、 カ ネ、 サ
ー ビス が増加

し た こ とで ある 。 戦後の 家族 に と っ て 、子 ど もは労働力 （二 生産財）で は な

い 。 多 くの 親は子 ど もが か わい い か ら 、 子 ど もの い る生 活が 幸せ だ か ら 、 少
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ない 子 ど もに モ ノ 、 カ ネ 、 サ ー ビ ス を注 ぎ込 む 。 戦後の 家族は 、子 ど も中心

の 家族 で あ る 。 平成 17年版 『国民生 活白書 』に よ れ ば 、 親 は
一

人の 子 に 、 大

学卒業直前 の 22年間で 1302万 円贈 与す る2｝
。 別 の 調べ で は 、 そ の 2倍 か ら3倍

の 費用 が必 要で 、 子 ど もは 贅沢 な消費財 とな っ て い る
3）

。 また消費財 と して

は 、 男 の 子 よ り女の 子が 好まれ てい る 。

　第四 に 、 親か ら子へ の贈与が長期化 した こ とで ある 。 戦前に お ける子の 自

立 は 15歳だ っ た が 、 現在で は 、 大学を卒業 し就職 して も、 「離家 、 経済的 自

立 、 結婚」 しない 「ヤ ン グ ア ダル ト」、
い わ ゆ るパ ラ サ イ トシ ン グル が増 え

て い る
4）

。 結婚 して も親の 経済的援助 を期待す るパ ラサ イ トカ ッ プル もい る 。

子 ど もは 、
い っ た ん産 む と 、 何 十年に もわ た っ て 維持費を負担 しな けれ ば な

ら ない 超耐 久消費財 となっ て い る 。

3　 家族内贈与 の 失敗 と格差

　戦後 の 日本 は 、 1億 総 中流 とい わ れ る ほ ど経 済格差 の 小 さ な社会 だ っ た 。

家計に つ い て は 、 その 中核的労働力 （夫）の 所得水準が 高 い ほ ど 、 妻 や そ の

他 の 家 族構成 員の 有業率が 下 が る とい う経験法則 「ダ グ ラ ス ＝ 有沢 の 法則」

が 成 り立 っ て い た 。 夫が高収入 の 場合 、 妻は専業 主婦 とな る こ とが 多い 。 夫

が 高収入 で な い 場合 、 妻 は 家計を補助す る た め に パ ー トタ イ ム 就労 を す る 。

そ こ で 家計 の 格差が小 さ くな り、 親か ら子 へ の 贈与につ い て も家族間の 格差

がノJ丶 さか っ た 。

　戦後の 家族で は 、 親 は少ない 子 どもに 、 長期間大量の 贈与 を して きた。 戦

前 の 親子 間 に も愛情や
一
体感 は あ っ た こ とを考 える と 、 戦後の 過剰 な贈与 は 、

子 どもに対する愛情や
一
体感 だけか ら発生 した とは い えない

。 贈与 は 、 愛や

一
体感 な どの 「統合 シ ス テ ム 」 だ けで な く、 恐 怖 か ら も発 生 す る5）

。 ほ とん

どの 贈与 は 、 愛 と恐怖 の 混合体 とい わ れて い る 。 競 っ て 「子 ど もの ため 」 に

犠牲 を払わ ざる を得ない 「脅迫シ ス テ ム 」 も親に 対 して 作用 して い た と考え
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られ る
。

　家族 にお ける贈与の 失敗は 、
パ ラ サ イ トシ ン グル 、 フ リー タ ー

やニ ー トの

増加 と して現 れ てい る 。 家族の 最 も基本 的 な機能 は 、 個体維持 と種族維持 で

ある 。 子が親の 助けを借 りずに 親の したこ とがで きる よ うに な っ て は じめ て 、

そ の 機能 を果た した こ とに なる はずだが、 それが 困難に な っ て い る 。

　 ニ
ー

トや フ リー タ ー をか か え る 家族 に は 、 親 か ら子 へ の 一 体感 とと もに 、

その 「期待 は ず れ」が み られ るの
。 贈 り物が 常 に よ い と は い え な い よ うに 、

贈与に は
、 どの よ うな

一
体性 か らで も発生 す る とい う欠陥が ある 。 家族 内贈

与 が 、 K ．E ．ボ ー
ル デ ィ ン グ の あ げた贈与 の 病理 で あ る 「無知の 落 と し穴 」

「犠 牲 の 落 と し穴」 「依 存性 の 落 と し穴」に陥 れ ば 、 家族組織 は統合 で きな

い
。

　家 族内贈与の 失敗 は 、 個 人や 家族 だ けの 問題 で な く社 会 の 問題 で もある 。

安定 した収入 が な く、 職業上 の 技能 も身に つ か な い 若者の 増 大 は 、 社会 に

とっ て も不利益で あ る 。 フ リー タ ー
や ニ ー トが将来 、 無年金の 高齢者 とな っ

た と き、 税金で 生活保護 をす る とい う社会 的贈与が必 要 に な る 。

　 とこ ろ で 、
パ ラ サ イ トで きる争が い る

一
方 で 、

パ ラサ イ ト以 前 に 、 親 か ら

必 要な贈与 も受 け られ ない 子 も現れ て きた 。 早期の 贈与打ち切 りの結果 と し

て 、子 ど もが フ リー タ ーや ニ ー トに な っ て い る場合 もあ る7）
。 さ ら に子 に経

済的に依存せ ざる を得 ない パ ラ サ イ トペ ア レ ン トもい る よ うだ 。 低成長期 に

な っ て 、 終 身雇用 の 終焉 、 失業率の 上昇 、 賃金の 伸 び の 低下 、 非正規雇用 者

の 激増 、離婚率の 上 昇 に よる母 子家 庭 の 増加 等は、親 の 経済格差 を大 き くし

て い る 。

　子 が 親か ら受け られ る贈与の 格差拡大は 、 い ずれ杜会 にお け る 格差 の 固定

化 を まね くこ とに な る 。 戦前は 、優秀な子 ど もが裕福な他人 か ら奨学金等の

援助 を受ける こ と もあ っ た 。 格差 を固定化 させ ない ため には 、 家族内贈 与の

不足 を補う社会的贈与 も必要で ある 。
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4　 女性の 経済力 と家族内外 の 贈与 シス テ ム

　経済格差 や 階層 の 固定化が い われ る今 日、女性の 経済力が家族内贈与に及

ぼ す影響が 大 き くな っ て い る 。 家族が 中流 を維持 し、 子 に モ ノ ・カ ネ ・サ ー

ビ ス を大量 に贈与す るた め に は 、 女性 （妻 ・母 ）に も経済力 が必 要 で ある 。

　女性 が働い て 経済的 自立 をす る こ とが不可能 な社会で は 、 女性 は 、 子 ど も

の と きは父 親の 帰属階層 に 、 結婚 した ら夫の 帰属階層 に 帰属 した 。 女性 に

と っ て 結婚 は 、帰属 階層 を選 び な おす唯
一

の チ ャ ン ス だ っ た 。 階層 上 昇 願 望

は 、 自分 よ りも、 で きれ ば父親 よ りも、 学歴 、 収入、 社会的地位等が上 の 相

手 と結婚 した い とい う上昇婚願望 に 現 れて い る 。 女性 の 帰属階層 を決め る の

は 家族 で 、 もし夫 との 死 別 や 離婚 で 家族か ら零 れ落 ちれ ば 、 そ の 階層 に と ど

まる こ とが で きな か っ た。

　 しか しア メ リカ で は 、 妻が フ ル タ イ ム で 働 い て や っ と家族が 中間階層 に と

どまれ る状 況 に な っ て きた 。 学歴 や資格が 問わ れ ない 単純労働 が減少 し 、 貧

困層の 既婚女性の 就業率の 伸びが鈍 っ た8）
。 教育水準が低い ため 、 高度な頭

脳労働 を求め られ る 職 に就 けない 主婦 は 、 夫の 収 入 が低 くて も仕事 を得 る こ

とが で きない
。

一
方で 、 高学歴 高収入 同士 の 夫妻が 存在する 。

こ の こ とが 、

家計 の 格差 を大 き くして い る 。

　 日本 で も、 男 性 （夫 ・父）の 賃金上 昇が期待で きない 現在、 女性 （妻 ・母）

は 、 家計を補助する以上 に 、 家計 を支える ため に働 く必要 が ある 。 家計の 補

助 と して な らば パ ー トタ イ ム就労で 十分 だ っ た が 、 二 つ め の 財布 と して 家計

を支 える ため に は 、 フ ル タ イム 就 労 が有利 で あ る 。 と くに高学歴 の 女性 が フ

ル タイ ム で 仕事 を続けれ ば 、 妻が 無職 やパ ー トタ イム 就労 の 家計 との 格 差 は

拡大す る 。 今後は 、 男性の 帰属階層で は な く女性の 就業形態が 、 そ の 家族の

社会階層 を決め る よ うに な る と予想 で きる 。 その 場合 、 フ ル タ イム 就労の 女

性の ほ うが 、 結婚 しやす く子 ど もを産み 育て やす くなる 。

　 しか し女性雇 用 者の うち派遣 ・パ ー
ト ・ア ル バ イ ト等の 非正 規雇 用が 占め
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る割合 は 、 2004年 で 5 割 で ある 。 貧 困化 は 、 非正 規 雇 用 の 多い 若者 と女性 に

お い て 進 ん で い る 。

一
方 、 専業主婦 が 少数派 に な っ て も、 男性 の 家事参加 は

進 ん で い ない
。 戦後、 と くに高度成長期に専業主婦化 した女性 は 、 低成長期

に な っ て 、 家事 と育児 に 仕事 が加 わ る 兼業 主婦化 して い る 。

　2005 年版 「人 間 開発 報告書」 に よれ ば 、 日本 は人 間開発指数 が H 位 で も 、

ジ ェ ン ダ
ー ・エ ン パ ワ ー メ ン ト指数 は43位 と低 い

。 豊か な社 会で 女性 も高学

歴 なの に 、 政治機構 、 高級官僚 、 大企 業の 経 営者 な ど に女性 が少 な く、 女性

が 活躍 で きない 社会の ままで ある 。

　その なか で 、 フ ル タ イム就労で きる女性の 多くが 、 親か らの 援助 を受けて

い る 。 女性 の 経 済力 に は 、 平成 の ゆ る や か な新拡大家族 にお け る贈与が 影響

して い る 。 近居 して 、 親 か らモ ノ ・カ ネ以上 に 、 家事育児な ど の サ
ー ビス を

贈与 して もらい
、 時間 を確保する こ とで 仕事 と家族的責任 を調和 させ る こ と

に 成功 して い る 。

　た だ し晩婚化 に よ っ て 、 親 との 近居 は 、 育児 と老i親の 介護が重 な る可 能性

も高め て い る 。 少子化 に よ っ て 、 きょ うだ い ネ ッ トワ ー ク も脆弱 で あ る 。 少

子 高 齢社 会で は 、平成 拡 大家族 を さ らに拡大 して 、 介護 ボ ラ ン テ ィ ア や 育児

ネ ッ トワ
ー ク など 、 他 人 も含め た組織 を考えたほ うが よい 。 少子化対策に は 、

子 育て の 時間 と 自由の 保 障が重 要だ とい わ れ て い る 9）
。 児童手当等の カ ネの

社 会的贈与よ り、 モ ノ ・カ ネ以上 に貴重 に な っ た 時問 （トキ） とサ
ー ビ ス の

贈与で 統合 され る ネ ッ トワ ー ク を広 げる必 要が ある 。

5　 こ れ か らの家族内移転

　低成長 ・少子 高齢社会 の 家族 に お い て は 、 第
一

に 、 家 族内の 経 済移転 に 差

別的贈与が復 活す る と考 えられ る 。 長寿社会 で は 、

一 人だ け子 を産 む と した

ら男の 子 よ り女の 子 と答える親が多い
。 経済的援助 を子 に求め な い 親 も、 長

い 老後 に 精神 的支 えや話 し相手 を女 の 子 に期待 して い る 。 親は息子や 息子の
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妻 よ りも実の 娘に 対す る
一

体感が 強い の だか ら、
一

体感 を よ り強 くもつ 相手

に よ り多 く贈与す る だ ろ う。 年金 で 生 活で きな い 親の 場 合 は 、 老親の 扶養や

介護 を約束する子 に 多 く贈与する こ とに なる 。 家族内移転は 、 戦前 は不平等

な贈与 、 戦後は 平等 な贈与 が主 流だ っ たが 、 再び不平等な贈与 が発生 す る 。

　第二 に 、 家族 内で の 交換が 復活す る 。 老後をみ る な どの 親へ の 貢献 と住宅

購入資金 や遺産 と を交換す る 契約 を交 わす家族 、 貢献 しな い 子 に は成人後の

大学授 業料は 返還 させ る家族 な ど 、 家族内 に も功利 主義的な面 が あ らわ れ る 。

交換 の 場合 、 交 易条件が 不 満 な ら 、 親 も子 も再交 渉や取 り消 しがで きる 。 調

達機能に優 れ る交換 を家族内に 持ち込み 、 贈与の 欠陥 を補うこ とに な る だ ろ

う。

　第三 に親 か ら子 へ の モ ノ 、 カ ネ、 サ
ー ビス の 贈与が減少 し、 第四 に親 か ら

子へ の 贈与が短期化す る 。 口本型雇用慣行の 終焉 に よ り、 キ ャ リ ア ア ッ プや 、

転職 、 再就職の た め 、 親自身に 自己投資の 必 要が あ る 。 年金 に対す る 不安 か

ら、 また 介護 等 を市場 か ら交換 で 調達す る た め に も、 貯 蓄等の 自助努力 を し

な けれ ばな らない
。

こ れ か らの 親は 、 何十年 に もわた っ て 子 に贈与 をす る こ

とはで きない
。 老 親の 扶養 を しない 子 に対す る離 家圧 力が強 ま り、 早期 の 自

立 を求め る よ うに な っ て い くだろ う。 日本は 、 15歳で 自立す る 時代か らパ ラ

サ イ トシ ン グ ル の 時代 へ 変化 して きたが 、 今後 は 、 ア メ リカや ス ウ ェ
ー デ ン

の よ うな 自立促進社会 へ と変化す る と考え られ る 。

　戦後、 夫婦 家族制 を選択 す る よ うに な っ て も、 家族 は 「第
一
次的福祉追及

の 集団」 とい われて きた 。 社 会保 障が十分発達 して い ない 状況 下 で は 、 家族

は福祉 の 重要 な担い 手で あ っ た 。 年金等の 社会的贈与が 充実す る に と もな っ

て 、家族内の 交換が 消 え 、 贈 与だ けに な っ て い く。 家族機 能 を こ れか ら も活

用 し よ うとする 日本型福祉社会 とは、社会全体の 贈与 よ り、 家族内の 贈与 を

志 向した もの とい える 。

　 しか し今後 は 、 家族 内の 贈 与 も縮小す る 。 それ を補 うため に 、 家族外 か ら
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の 交換 に よる調達 と 、 家族内に も交換原理 を持 ち込む こ とが 増 え る だ ろ う。

そ の 結 果 、 家族 の
一

体感 、 家族組織の 統合は 、 弱まる と考 えられ る 。 そ こで
、

家族 を超 えた贈与 、 家族 内贈与 の 縮小 を補 う社 会的贈与が必 要 にな り、 それ

が さらに家族組織の 統合を弱め るか も しれ ない
。

　家族 の あ り方 が変化すれば 、 社会全 体の 贈与 よ り家族内の 贈与を志向 して

きた社 会の あ り方 も変わ らな けれ ば な らない
。 贈与は 脅迫シ ス テ ム か らも発

生 す るが 、 安定 的 な贈与 に は 、 愛 、

一
体感 、 善意 な どの 統合 シ ス テ ム の 構築

が不可 欠で あ る 。 家族成 員 と して だ けで な く、 社会の 成員 と して の 役割の 自

覚が な けれ ば、社会全体で の 贈与 に も限界が ある 。
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